
まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0
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120

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

敬老事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

その他

平成 年度～28

敬老祝品贈呈件数

敬老祝金支給件数

件

件

敬老事業参加率 ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

老人の日前後に、７５歳以上の方に対し、長寿をお祝いする催しを各地区で開催する。また、節目の年（８８歳、９９歳以上）
の方へは祝金を贈呈し、１００歳及び市内男女最高齢者の方へは加えて祝品を贈呈する。

８８歳に２０，０００円、９９歳に３０，０００円の敬老祝金を支給する。

７５歳以上の高齢者等

敬老祝金などを贈呈することにより、高齢者の長寿と健康を祝うとともに、高齢者に対する敬意の意を啓発する。

各コミュニティ協議会において敬老事業を実
施できたため、目標を達成できた。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 １００歳及び男女最高齢者へ祝品を贈呈する。

％100.0

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

60,827 64,556 53,745 59,707

52,976 56,969 46,183 52,145

7,851 7,587 7,562 7,562

Ａ 縮小

平成３０年度から１００歳以上の敬老祝金を廃止するなど、改善を図った。引き続き、社会や予算の状況を踏まえた取組みをする必要がある
。

高齢者の増加に伴う事業費の増加及び平均寿命の更なる延伸が見込まれるため、長期的な視点から内容を検証する必要がある。

100 100 100 100 100

100100100

143 132 130 134 106

6,2192,5112,1872,5702,360



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

2

4

6

8

10

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

高齢者福祉通信機器貸与等事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

高齢者福祉通信機器貸与件数 件

高齢者福祉通信機器貸与率 ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

福祉電話を一人暮らし高齢者等に貸与し、日常生活の不安の解消を図るとともに、緊急時に押しボタンにより異常事態を関係機
関へ通報できる緊急通報装置を貸与する。
なお、緊急通報装置については、平成２７年度から２９年度までに「あんしん通報サービス事業」へ移行した。

高齢者福祉電話の貸与　

６５歳以上の一人暮らし高齢者等

一人暮らし高齢者等の孤独感の解消を図るとともに、急病、災害その他緊急時に迅速かつ適切な対応を図ることが
できる。

福祉電話事業については、平成３０年度より
新規の受付を廃止する見直しを行ったため、
目標を達成できなかった
。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31

％71.4

点24

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

7,275 6,369 5,928 5,410

3,349 2,575 2,147 1,629

3,926 3,794 3,781 3,781

Ｃ 縮小

平成３０年度から新規受付を中止した。現在の利用者については、引き続き実施する。

高齢者福祉電話事業については、他の取組との関係を整理する中で、平成３０年度から新規受付を中止する見直しを行い事業を縮小した。現
状の利用者に対しては、今後もサービスを提供していく。

8.3 1.4 1.4 1.4 1.4

11.27.8

752 112 93 82 136



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

20

40

60

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

在宅高齢者家族支援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

在宅寝たきり高齢者等介護見舞金支給人数 人

在宅認定者率（要介護４、５） ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

在宅で高齢者を介護している方に、各種サービス（老人短期入所事業・介護見舞金支給事業）の提供をし、高齢者の住み慣れた
在宅での生活を支援する。

在宅で高齢者を介護している方に、各種サービス（老人短期入所事業、介護見舞金支給事業）の提供をし、高齢者の住み慣れた

介護保険要介護認定者

高齢者の保健衛生の向上と家族の介護の軽減を図る。

施設入所する高齢者は増加したが、介護者に
対する日常生活の負担軽減を図り、在宅での
生活を支援したため、目標を概ね達成できた
。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 在宅での生活を支援する。

％96.0

点33

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

54,022 51,133 54,890 58,670

46,171 43,546 39,766 43,546

7,851 7,587 15,124 15,124

Ａ 継続

広報等での制度の周知を図ったが、受給者数の増加にはつながらなかった。

制度について広く周知を図り、在宅介護の環境を整える。

53 55 55 55 55

52.85150.8

785 733 656 743 977



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0
5
10
15
20
25
30

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

寝たきり高齢者等支援事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

紙おむつ給付延件数 件

施策に対する満足度（市民満足度調査） ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

寝たきり又は認知症等の高齢者に紙おむつを２か月ごとに対象者宅に配布するほか、一人暮らし高齢者等に火災警報器、自動消
火器、電磁調理器を給付する。

寝たきり又は認知症等の高齢者に紙おむつを２か月ごとに対象者宅に配布するほか、一人暮らし高齢者等に火災警報器、自動消

寝たきり等の高齢者

日常生活上の不安を和らげ、在宅での生活を支援する。

紙おむつ及び日常生活用具の給付により、在
宅高齢者の日常生活を支援したため、目標を
達成できた。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 火器、電磁調理器を給付する。

％107.6

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

64,487 65,138 73,638 78,032

56,636 57,551 66,076 70,470

7,851 7,587 7,562 7,562

Ａ 継続

紙おむつ及び日常生活用具の給付により、在宅高齢者の日常生活を支援し、地域包括ケアの構築に貢献している。紙おむつの給付については
、タイプ別の枚数が決まっているため、対象者によっては、余りが生じている。

事業の周知を行うとともに、紙おむつの給付についてのニーズ調査や給付方法について検討し、高齢者や家族のニーズに合った方法を検討す
る。

25 25 25 25 25

26.92223.9

18,261 18,879 19,644 19,890 20,177



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

2

4

6

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

高齢者と施設の交流事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

高齢者と施設の交流事業延べ配食数 食

配食を受けた高齢者率 ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

委託先の特別養護老人ホームにおいて調理された食事を、社会福祉協議会員や民生委員の協力を得て対象者の家庭に配食する。
配食回数は１人当たり年間１００食程度（週２回）。

委託先の特別養護老人ホームにおいて調理された食事を、社会福祉協議会員や民生委員の協力を得て対象者の家庭に配食する。

６５歳以上の一人暮らし高齢者等で食に関する支援が必要である人

委託先の特別養護老人ホーム等の保有する給食機能を地域社会に開放することにより、高齢者に栄養のバランスの
とれた食事を提供する。

利用者負担額が上がり、配食数が減少したた
め、目標を達成できなかった。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 配食回数は１人当たり年間１００食程度（週２回）。
○利用者負担金　　４００円
○委託先　　　　　２３施設

％70.9

点24

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

17,254 17,105 7,451 11,389

14,114 14,070 4,956 8,894

3,140 3,035 2,495 2,495

Ｂ 拡充

利用者負担額が上がり、利用者数及び、配食数が減った。市内全域で実施できていないため、今後も実施地域（施設）の拡充に努める。

市内全域で事業が実施できるよう、未実施地区にある施設へ事業参入を積極的に働き掛けるなどし、事業拡充に努める。

5.5 5.5 5.5 5.5 5.5

3.94.94.8

34,760 34,653 24,301 43,420 28,392



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0
5
10
15
20
25
30
35

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

高齢者と地域の交流事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

高齢者と地域の交流事業食数 食

高齢者と地域の交流事業実施箇所 箇所

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

高齢者の孤独感の解消及び地域社会との交流を図るため、一人暮らし高齢者等に対し、月１回程度、地区のボランティアの協力
により、コミュニティセンター等で行う食事を提供する。食事提供は、市社協に委託している。

一人暮らし高齢者が地区のコミュニティセンター等において月に１回程度、ボランティアの協力により食事を行う。

おおむね６５歳以上の一人暮らし高齢者等

高齢者の孤独感の解消及び地域社会との交流を図る。

地区社協会長会総会で本事業の説明を行うな
ど、各地区での事業の実施を勧めているため
、目標を概ね達成できた。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 ○利用者負担金　　１８０円
○実施地域数　　　２８地域

％96.8

点33

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

13,069 12,930 13,099 14,250

9,929 9,895 10,074 11,225

3,140 3,035 3,025 3,025

Ａ 継続

市内全域で実施できていない為、制度の普及促進につながる方策を検討していく必要がある。

市内全域で事業が実施できるよう、未実施地区への事業参入を積極的に働き掛けるなどし、事業拡充に努める。

31 31 31 31 32

303030

23,506 23,323 23,149 24,608 25,344



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

10

20

30

40

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

軽度生活援助事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

⑤内部管理事務

軽度生活援助事業登録受付件数 件

軽度生活援助利用率 ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

在宅の一人暮らし高齢者等に対し、生活を支援する者を派遣し、軽易な日常生活上の援助を行うことにより、自立した生活の継
続を可能にするとともに、要介護状態への進行を防止することを目的とする。事業は、公益社団法人高松市シルバー人材センタ
ーに委託して実施する。

シルバー人材センターに委託し、６５歳以上の一人暮らし高齢者の軽易な日常生活上の援助を行う。市は利用者の利用時間に基

６５歳以上の一人暮らしの高齢者等

自立した生活の継続を可能にするとともに、要介護状態への進行を防止することを目的とする。

申請者の状況を見極め登録事務を進めている
ものの、入院や入所等で利用できない場合な
どの、対象者への通知発送により利用率は低
下しているが、目標は概ね達成できた。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 づいて、委託料として、委託先の高松市シルバー人材センターに支払う。

％85.7

点29

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

37,450 29,406 27,992 27,290

34,310 26,371 24,967 24,265

3,140 3,035 3,025 3,025

Ｂ 継続

高齢者の在宅での生活の継続を目指すため、サービスを提供しているが、利用者が特に伸びているというわけではなく、本サービスについて
の周知がまだ不十分であると考えられる。

新しい総合事業への移行を促進する中で、高齢者の経験と知識を生かし、生きがいを持って就業できるには、どのようなメニューが利用でき
るか、シルバー人材センターと協議し、会員の増加を目指す。

33 33 35 35 37

303232

3,090 3,028 2,798 3,175 3,175



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0
10
20
30
40
50
60

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

高齢者福祉タクシー助成事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

タクシー助成券交付者数 人

タクシー助成券利用率 ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

　外出することが難しい在宅の高齢者からの申請により、年度内有効のタクシー助成券を１５枚（１枚当たり小型車の初乗り運
賃相当）を交付することにより、外出支援を図ることを目的とする。

外出が困難な高齢者の外出支援のためタクシー券を給付する。

外出することが難しい在宅の高齢者

外出することが難しい在宅の高齢者の外出を支援する。

制度利用の周知を図ることで、目標を概ね達
成することができた。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31

％93.2

点32

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

18,232 18,149 17,698 18,294

14,306 14,355 13,917 14,513

3,926 3,794 3,781 3,781

Ａ 改善継続

交付枚数に対し，利用率が５０％前後を推移している。
利用の傾向をつかみ、対象を変更する等、見直しを検討した。

今後、他市の状況や現状を調査し、改善策を検討しながら外出困難な高齢者に対し外出支援を行っていく。

45 50 50 50 50

46.647.548.7

3,138 3,247 3,172 3,300 3,300



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

5000

10000

15000

20000

25000

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

老人クラブ活動助成事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

補助金交付件数（単位クラブ） 件

老人クラブ会員数 人

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

老人クラブが行う活動事業を補助する。

多年にわたり老人クラブ活動を積極的に推進したと認められ、高松市長感謝状贈呈該当者推薦基準を満たす者に対して、感謝状

市内居住６０歳以上の高齢者

高齢者ができる限り自立し、生きがいを持ち、安心して暮らせるようにする。

目標は概ね達成できたが、会員数は減少して
いるため、地域の未加入高齢者に対して、老
人クラブの活動内容を周知し、より一層、会
員数の増加促進を行っていく必要がある。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 等を贈呈する。
老人クラブ活動等事業運営要綱（高齢者地域福祉推進事業）に基づき、高松市内の単位老人クラブが行う活動事業費の一部や単
位老人クラブを包括する高松市老人クラブ連合会事務局の運営費の一部を補助する。

％83.6

点29

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

39,108 37,227 36,094 35,950

36,753 34,951 33,825 33,681

2,355 2,276 2,269 2,269

Ｂ 継続

スポーツ大会等、各種事業を実施することにより、高齢者の心身の健康保持の増進に貢献した。
課題として、会員数が減少傾向にあるため、地域の未加入高齢者に対して、老人クラブの活動内容を周知し、より一層、会員数の増加促進を
図る必要がある。

香川県老人クラブ連合会とも連携しながら、老人クラブの活性化に向けた支援に努める。

20,000 20,500 21,000 21,000 22,000

17,56018,50119,295

375 366 348 378 380



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
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0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

シルバー人材センター運営補助事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

⑤内部管理事務

補助金交付件数 件

シルバー人材センター会員数 人

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

市内に居住する６０歳以上の正会員と学識経験者等の特別会員及び事業主体等の賛助会員の自主運営により、高齢者の就業機会
を増大させ、生きがいづくりと社会活動への参加を促進する。

市内に居住する６０歳以上の正会員と学識経験者等の特別会員及び事業主体等の賛助会員の自主運営により、高齢者の就業機会

市内に居住する６０歳以上の高齢者

高齢者の就業機会を増大させ、生きがいづくりと社会活動への参加を促進する。

目標は概ね達成できたが、会員数が減少して
いることから、事業内容等の広報活動の支援
等により、会員数の増加促進を行っていく必
要がある。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 を増大させ、生きがいづくりと社会活動への参加を促進する。

％92.3

点32

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

20,309 19,336 19,329 19,329

17,954 17,060 17,060 17,060

2,355 2,276 2,269 2,269

Ｂ 継続

シルバー人材センターについての事業内容を、より広く知ってもらえるよう広報活動を支援する。高齢者の生きがいづくりや就労機会が多様
化していることもあり、会員数の減少がみられる。

引き続き、シルバー人材センターについての事業内容を、より広く知ってもらえるよう広報活動を支援する。また、実績報告等を精査し、補
助金の適正執行に努める。

2,067 2,067 1,860 1,860 1,940

1,7161,7701,845

1 1 1 1 1



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0
5
10
15
20
25
30

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

高齢者福祉施策推進事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

⑤内部管理事務

高齢者在宅福祉サービスリーフレット作成部数 部

施策に対する満足度（市民満足度調査） ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施すると共に高齢者福祉サービスについて広く周知する。

第７期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施すると共に高齢者福祉サービスについて広く周知する。

６５歳以上の高齢者

高齢者が住み慣れた地域社会で、健康で生きがいを持って生活を送ることができるようにする

高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施
策を実施するとともに高齢者福祉サービスに
ついて広く周知し、目標を達成できた。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31

％107.6

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

19,215 29,895 32,283 33,326

15,289 18,514 20,940 21,983

3,926 11,381 11,343 11,343

Ａ 継続

第７期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施した。また、民生委員等に各種施策について周知し、協力をお願いしている。

第７期高松市高齢者保健福祉計画に基づき、各種施策を実施すると共に高齢者福祉サービスについて広く周知する。
また、市政出前ふれあいトークや高齢者のためのあんしんガイドブックの配布、高齢者の居場所づくりなどの様々な機会を活用し、市民への
周知も、継続して行う。

25 25 25 25 25

26.923.923.9

15,000 14,000 13,000 10,000 10,000



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
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H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0

1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

高齢者居場所づくり事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

一般重点 ⑤4-

居場所設置数 か所

主観的健康感の維持向上率 ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

高齢者が生きがいを持って地域で元気に暮らせる環境を整備するため、高齢者が地域で気軽に足を運べ、介護予防や健康づくり
のほか、ボランティア活動の拠点となる居場所づくりを支援する。

地域の多世代が交流する「地域に根ざしたコミュニティスペース」として機能するよう、継続支援を行う予定である。

おおむね６５歳以上の高齢者

高齢者等が気軽に集うことができる建物等のスペースを介護予防、健康増進、子どもたちを交えた世代間交流の場
、地域のボランティア活動など様々な活動の拠点として整備することで、高齢者の介護予防や健康づくりを推進す
ることを目的とする。

居場所に出かけることで、地域とのつながり
ができ、また体操等により介護予防の効果が
現れ、参加者の健康の低下を防ぐことができ
たことなどから、目標を達成できた。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31

％102.4

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

25,855 22,616 22,578 25,170

18,004 12,753 11,991 14,583

7,851 9,863 10,587 10,587

Ａ 継続

平成３０年度より連携事業を実施し、内容の充実を図った。また、一定の要件を満たすふれあい・いきいきサロン、通所型サービスＢ、認知
症カフェについても広義の意味での高齢者の居場所とし、連携事業を実施することとした。

随時、新規募集を受け付け、居場所数の増加を図るほか、既に活動している居場所に対して、更なる活動支援を行うため、医師等による医療
や口腔ケアの講座等を、希望する居場所で実施するほか、居場所出会いブック、多世代交流ガイドブックを活用し、多世代交流拠点となるよ
う支援する。

90 90 93 94 95

95.294.892.1

240 244 241 300 300



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

高齢者見守り事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

特別重点 ④4- ②ソフト事業（法律による実施義務無）

見守り協定締結事業者数

配食見守り事業利用者数

事業者等

人

見守り協定に基づく通報件数 件

見守り対象としたハイリスク高齢者のカバー率 ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

高齢者が地域で安心して暮らし続けられる環境を整備するため、定期的な高齢者の訪問や配食サービスによる安否確認や、２４
時間３６５日介護や日常生活の不安を相談できる専用ダイヤルの開設など、高齢者の見守り事業を推進する。また、徘徊高齢者
等の早期発見につなげるため、位置情報探索システム（ＧＰＳ）や高松市徘徊高齢者等保護ネットワークを活用し、電子メール
配信システムの運用により迅速かつ広範囲への情報伝達を行うことで、認知症等が原因で徘徊する高齢者の早期発見・保護に取
り組む。

【見守り事業】

６５歳以上高齢者

高齢者の在宅における日常生活を支援するとともに、事故の未然防止や早期対応を図る。

協定事業者数は事業者の理解もあり増加した
。また、見守りについては、通報が必要かど
うか判断に迷ったときは連絡するように事業
所訪問で依頼したことで、通報件数は増加と
なり、目標を達成できた。

地域の事業所協力員の熱心な取り組みにより
、見守り体制は充実しているが、ハイリスク
高齢者の対応については、目標を達成できな
かった。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 特別あんしん見守り事業、地域で支えあう見守り協定事業、介護相談専用ダイヤル事業、移動販売車購入等補助事業等の事業を
推進し、地域における見守り体制を強化する。
【徘徊高齢者家族支援事業】
ＧＰＳを普及し、電子メール配信等により徘徊高齢者の早期発見・保護に努める。

％134.6

％38.5

点13

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

57,268 73,471 84,632 80,888

47,062 63,608 74,045 70,301

10,206 9,863 10,587 10,587

Ｂ 拡充

あんしん通報サービスに移行作業が終了したことにより、サービス内容が一律になり、消防に出動依頼件数が減少し、早急に適切な対応がで
きるばかりでなく、費用面でも抑えることができた。
特別あんしん見守り事業の課題として、対象者に対し効果的な見守り方法を検討する必要がある。

複合的に事業に取り組むことで、見守り体制の充実に取り組む。

20 22 26 26 26
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39 47

47 52

20
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0
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1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

介護相談員派遣等事業

健康福祉局

介護保険課

087-839-2326

市

平成 年度～28

③4- ②ソフト事業（法律による実施義務無）

介護相談員派遣延べ回数 回

介護相談員が受けた相談件数 件

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

一定の研修を受けた登録相談員を介護サービス事業所等に派遣して、利用者等の話を聞き、相談に応じるなどにより、利用者の
疑問や不満、不安の解消を図るとともに、派遣を受けた事業所における介護サービスの質的な向上を図るもの。

相談員派遣　１８人・３６施設

介護相談員の派遣を希望する介護保険サービス事業所

介護サービス利用者の日常的な不平、不満又は疑問に対応して、苦情に至る事態を未然に防止するとともに、派遣
を受けた事業所における介護サービスの質的な向上を図る。

利用者と介護相談員との信頼関係の構築を図
ることにより、目標を上回っている。しかし
、派遣希望事業所数は伸び悩んでおり、今後
の課題が残る。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 連絡会議の開催（月１回）

％115.4

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

9,484 10,013 10,814 11,192

1,633 2,426 3,252 3,630

7,851 7,587 7,562 7,562

Ａ 改善継続

派遣希望事業所にのみ実施できる制度のため、真に必要な利用者に届いているのか不明である。そのため、事業所には事業の趣旨を説明し、
相談員を受入てもらえるようにし、派遣事業所の増加に努めている。

派遣施設の拡充を図るため、実地指導等の機会に合わせてサービス事業者に対し当事業の周知啓発を行う必要がある。

2,688 3,808 4,320 4,320 4,320

4,9854,9103,312

442 598 735 540 540



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
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健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

認知症ケア推進事業

健康福祉局

地域包括支援センター

839-2811

市

平成 年度～28

特別重点 ③4- ①ソフト事業（法律による実施義務有）

認知症地域支援推進員が受けた認知症に関する相談実件数

認知症初期集中チームによる訪問実件数

件

件

相談件数のうち、医療等のサービス支援につながった数 件

訪問件数のうち、医療や介護サービス等につながった実人数 人

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けられる社会の実現を目指し、認知症の人や家
族を支援する「認知症地域支援推進員」の配置、状態に応じた適切なサービス維持のための「認知症ケアパス」の普及や、認知
症の初期から複数の専門職が訪問支援等を行う「認知症初期集中支援チーム」の設置・運営を行う。

認知症初期集中支援チーム運営　６チーム

高松市民

認知症やその疑いのある人が、状態に応じて必要な医療や介護等のサービスが受けられるよう、医療・介護等の関
係機関へつなぐことで、住み慣れた地域で生活を継続することができる。

認知症地域支援推進員が受けた相談件数は把
握方法を改善したため、前年度を大幅に超え
る数値となり実態を反映できた。また、既に
医療・介護等につながっている方を含め、約
半数が医療・介護等の連携が必要な相談であ
った。

認知症初期集中支援チームによる訪問件数の
うち医療や介護保険サービス等につながった
割合は８１％であり、つながらなかった２例
については、包括での支援を継続中。また、
目標値は国のモデル事業から割り出した件数
であるため、本市の実態とは、かけ離れた目
標値を見込んだため達成度は低い。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31 認知症初期集中支援チーム検討委員会開催　年２回
認知症地域支援推進員配置９人
認知症普及啓発
認知症カフェ設置　６か所設置

％252.5

％10.0

点3

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

15,815 16,367 17,691 19,061

4,038 4,986 6,348 7,718

11,777 11,381 11,343 11,343

Ｃ 継続

認知症地域支援推進員が総合相談を通じて適切な医療や介護保険サービスにつなげることができた。
認知症初期集中支援事業は、困難案件を重点的に支援することで、適切な医療や介護保険サービスにつなげることができた。
課題としては、真に事業を必要としている人の利用につなげるために、効果的な周知方法の検討が必要。
認知症カフェは、目標通りの６か所に設置できた。

認知症地域支援推進員数を常に安定して確保し、認知症の相談に対応し、認知症初期集中支援チームとの連携を密に図っていく。
必要な人が認知症初期集中支援事業を利用できるようにチームの活動内容や効果を周知する。また、チーム員の質の向上を目指し、チーム員
活動の研修を実施する。
認知症カフェの拡充のため、６か所増設する。（１３か所目標）

120 120 120 120 120

30364101

45

5 12

90 90

9

90 90

236 295 619 240 240

909011126



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

地域ケア会議推進事業

健康福祉局

地域包括支援センター

839-2811

市

令和 年度～2

一般重点 ③4- ①ソフト事業（法律による実施義務有）

地域ケア小会議開催回数

居宅介護支援事業所等の介護支援専門員からの相談件数

回

件

地域ケア小会議（地域課題）を開催している地区の割合 ％

事業所等の介護支援専門員が事例提供した割合 ％

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

高齢者が介護や支援が必要になっても、住み慣れた地域で安心して暮らせることのできる地域包括ケアシステムを実現するため
、介護支援専門員からの相談体制を整えるとともに、地域ケア会議関係者のスキルアップを図るための研修会を開催するなど、
「地域ケア会議」を実効性のあるものとして、定着・普及する。

○地域ケア会議　年２回

高松市内の居宅介護支援事業所等の介護支援専門員

居宅介護支援事業所等の介護支援専門員が主体的に地域ケア小会議の事例を提供し、検討することができる。

３０年度地域ケア小会議：地域課題検討（地
域福祉ネットワーク会議）３８／４４地区に
広がった。

個別ケース検討１８回、個別ケアプラン検討
３２回９６事例検討。ケアプラン検討では、
直営ケアマネから委託先ケアマネに拡大。市
の目指す自立支援について共通認識し、ケア
マネジメントのスキルアップを図る。

令和 年度4

H31

H31

H31

年度31 ○地域ケア小会議　
　・地域課題：４４地区
　・個別課題：ケース検討２０回、ケアプラン検討３２回
　　　　　　　適正化検証１２回　　

％86.4

％189.4

点35

点30

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

15,887 15,335 15,772 15,993

185 161 648 869

15,702 15,174 15,124 15,124

Ａ 継続

計画通り実施。昨年度はまず計画通り実施する段階だったが、今後は評価・分析し、より効果的なスキルアップが図れるよう個別ケース検討
、個別プラン検討を実施。地域課題検討の難しい６地区について、支援強化する。

地域ケア会議では、地域ケア小会議で明確になった地域や個別の課題の解決策を政策化し、地域包括ケアシステムの構築の推進を継続する。
また、地域ケア小会議（個別課題）では自立支援に向けたケアプラン検討及び多職種との連携によるネットワーク構築を、また、３段階のレ
ベル別研修を開催し、自立支援のための介護支援専門員の効果的なスキルアップを継続していく。

100 100 100 100 100

86.484.152.3
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50 50

94.7

50 50

178 333 319 108 108

1,5001,5001,266909655



まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

基本事業 事業実施主体

事務事業 事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 事務事業の類型

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

成
果
指
標
②

成果指標名（どのような成果が得られたか） 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

（目標達成度）

（目標達成度）

高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

事
業
の
概
要

種別

目標値

実績値

種別

目標値

実績値

（達成度）

（達成度）

【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R 2 R 3
0
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1

健やかにいきいきと暮らせるまち

支え合い、自分らしく暮らせる福祉社会の形成

地域包括ケアシステムの構築

社会参加、生活支援・見守り・居場所づくりの拡充

瓦町健康ステーション事業

健康福祉局

長寿福祉課

087-839-2346

市

平成 年度～28

⑤内部管理事務

瓦町健康ステーションの開館日数 日

瓦町健康ステーションの年間来場者数 人

平成 年度（ 年度決算分）31 30

H28 H29 H30 R2

H28 H29 H30 R2

R2H30H29H28

高松市瓦町健康ステーションにおいて、市民の「健康づくり」や「生きがいづくり」の事業を推進し、福祉の増進を図る。

瓦町ＦＬＡＧ８階ＩＫＯＤＥ瓦町に設置している高松市瓦町健康ステーションの運営を行う。

高松市に居住する人

市民の健康づくりの場として、誰もが利用しやすい環境を整える。

会議室での健康づくりや介護予防に関する講
座の開催、フィットネスルームの利用などで
、目標は達成できた。

令和 年度5

H31

H31

H31

年度31

％112.5

点35

平成 年度（決算）28 平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（予算）31

32,651 31,298 35,485 36,254

24,800 27,504 27,923 28,692

7,851 3,794 7,562 7,562

Ａ 継続

年間来場者数については会議室利用内容により変動があるが、来場者数のうち、フィットネスルームや講座等の瓦町健康ステーション事業は
開設当初の参加者数を維持している。施設来場者に対するアンケートからも満足度が高く、今後も継続する必要がある。

今後も、公共交通機関の結束拠点の機能を生かしながら、会議室を利用した健康づくりのための講座などを充実させていくことで、利用者の
増加を図る。

29,000 34,000 34,000 34,000 34,000

38,25220,22433,961

360 358 356 360 359
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